
 
 ２００６年度防災教育チャレンジプラン最終報告会配布資料２  
※本資料は、参加者用に最終報告書内「自由記述欄」を抜粋したものです。 

伊藤貴広 禁無断転載複写 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 参考資料１「２００６年度 授業実績」 

 

学 校 名 ①大井川町立大井川南小学校（５年生） 

授 業 内 容 耐震課外授業（住宅模型を用いた体験型防災授業） 

 

 

 

 

東海地震の被害想定紹介 

 

実際に使用する梁材の重さを体験 

 

  

授 業 写 真 

模型（小）で梁の位置を説明 

を 

模型（大）で耐震補強効果を体験 

 

学 校 名 ②大井川町立大井川西小学校（４年生） 

授 業 内 容 起震車を用いた体験型防災授業 

  

起震車を用いた地震体験 

 

レスキュー車の説明 

  

授 業 写 真 

救助用具の説明と体験 

を 

記念撮影 
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学 校 名 ③大井川町立大井川西小学校（５年生） 

授 業 内 容 耐震課外授業（住宅模型を用いた体験型防災授業） 

  

地震被害について考えてもらう 

 

実際に使用する梁材の重さを体験 

  

授 業 写 真 

模型（大）で補強前を体験 

 

を 

模型（大）で補強後を体験 

 

学 校 名 ④大井川町立大井川東小学校（４年生） 

授 業 内 容 耐震課外授業（住宅模型を用いた体験型防災授業） 

  

東海地震の被害想定紹介 

 

校長先生も授業に参加 

  

授 業 写 真 

積極的に意見を述べる子供たち 

 

 

を 

記念撮影  
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 参考資料２「地元の小・中学校に授業目的及び内容を説明」 

 

実 施 日 時 ２００６年５月１７日（水） ９：００~１２：００ 

実 施 方 法 
事前連絡の上、大井川町役場学校教育課職員と地元小・中学校を訪問。 

授業目的及び内容について説明し、今年度の実施を提案した。 

成 果 

大井川南小学校、西小学校、東小学校については、授業実施が決定した。

大井川中学校については、校長先生から中学生向け防災授業についての

相談を受けた。 

  

大井川南小学校 

 

大井川西小学校 

  

訪 問 先 

大井川東小学校 

 

 

を 

大井川中学校 

 

 参考資料３ 地元住民に授業目的及び内容を説明 

 

実 施 日 時 ２００６年１２月３日（日） ９：００~１０：３０ 

実 施 場 所 大井川町吉永第四町内会公会堂 

実 施 方 法 

大井川町第四町内会からの依頼で防災講習会を実施。講習会は、清水 正

氏（静岡県中部地域防災局職員）と協同して行っている。 

講習会テーマについては、以下の通り。 

 

テーマ１「防災教育の重要性と耐震課外授業の効果について」   

テーマ２「大地震が起きてから・・・では遅い！」 

     大地震に遭遇したという状況でイメージトレーニング 

  

訪 問 先 

伊藤貴広氏による講習（テーマ１） 

 

 

を 

清水 正氏による講習（テーマ２） 
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 参考資料４ 地元周辺の小・中学校に授業目的お呼び内容を説明 

 

実 施 日 時 ２００６年９月２９日（金） １６：００ ~ １６：３０ 

実 施 場 所 静岡市教育センター 

実 施 方 法 

静岡県中部地域防災局主催「体育・健康教育指導者講習会」に講師とし

て参加し、静岡市内の小・中学校防災担当教員（約 120 名）を対象に耐

震課外授業の目的及び内容について、約３０分説明を行った。授業実施

の提案も行っている。 

講習会後、授業実施を検討する教員もいた 

 

 参考資料５ 他専門家（団体）との連携強化 

 ※今年度から連携した専門家（団体） 

名 称 内 容 

大井川町役場建設都市課都市計画係 授業手伝い及び耐震補強に関する情報提供 

大井川町教育委員会（大井川町役場学校

教育課学校教育係） 

授業手伝い及び各学校とのパイプ役、起震車

（防災指導車）借受申請 

静岡産業大学経営学部助教授牧野好洋 
アンケート調査の設計及び調査結果の集計･

分析 

静岡県地震防災センター 
地震防災に関する情報・教材提供及び授業内

容助言 

大井川町役場総務課防災係※ 

焼津市消防署大井川分署※ 

授業手伝い、起震車（防災指導車）借受申請

及び操作 

静岡県中部地域防災局※ 
地震防災に関する情報・教材提供及び授業内

容助言 

連携図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査の設計及び

調査結果の集計･分析 

耐震課外授業の実施 

伊藤貴広 

大井川町役場学校教育課 
大井川町役場建設都市課 

焼津市消防署大井川分署 

静岡産業大学経営学部 
牧野好洋助教授 

牧野ゼミ生（大学生） 

静岡県地震防災センター 

静岡県中部地域防災局 

大井川町役場総務課 

地震防災に関する情報・教

材提供及び授業内容助言 
地域住民対象講習会参加 

授業手伝い、起震車（防災

指導車）借受申請及び操

作。レスキュー車の説明 

授業手伝い及び各学校との

パイプ役、起震車（防災指導

車）借受申請 
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参考資料６ 発達段階に応じた防災教育体制の確立  

 

 これまでの耐震課外授業をひとつの核として発展させ、子供たちの発達段階に応じた防災

体制を確立する活動を大井川西小学校と大井川中学校に対して行っている。 

 

対象学年 学 校 名 実 施 内 容 進 捗 状 況 

検討中 大井川中学校 
学校側と授業内容を検討中 

（11 月 1 日、校長先生と打合せ） 
企画段階 

５年生 大井川西小学校 
耐震課外授業 

（住宅模型を用いた体験型防災授業） 
毎年実施 

４年生 大井川西小学校 起震車を用いた体験型防災授業 毎年実施 

発達段階に応じた防災教育体制の確立（２００６年現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大井川中学校（企画段階） 
中学生向け防災授業 

＜今年度活動内容＞ 
大井川町役場学校教育課職員と事前連絡の上、大井川

中学校訪問（11/1）。授業内容について、校長先生と打ち
合わせを行い、学校側の要望を聞くことができた。 

＜今後の目標＞ 
中学校は小学校と教育方針が異なるため、学校側の今後

もよく理解する必要がある。その上で、大井川町役場と協

力して、地域住民も参加した授業を企画したい。 

大井川西小学校（4年生） 
起震車を用いた体験型防災授業 

＜主な内容＞ 
起震車を使用して、子供たちに地震とはどのようなものか

を体験してもらう。また、地震について本やビデオを使用し

て子供たちに分かりやすく伝える。 

＜期待される効果＞ 
地震とはどのようなものかを子供たち地震が体感すること

で理解することができるだけでなく、地震被害についても

知ることができる。 
耐震課外授業内容をわかりやすく理解できる。 

大井川西小学校（5年生） 
耐震課外授業 

住宅模型を用いた体験型防災授業。 
事前防災の効果や重要性を住宅模型や梁材等を使用し

て説明する。実際に子供たち自身が効果を体験することを

主体にした授業。 

＜期待される効果＞ 
ただ地震に怯えるのではなく、どうすれば被害が減るのか

を考えるきっかけや地震による被害を減らすことができる

ということを子供たちが理解することができる。 

連携する他専門家 
せ 大井川町役場 

（建設都市課、学校教育課） 
静岡県中部地域防災局 
静岡県地震防災センター 
静岡産業大学牧野助教授 

連携する他専門家 
せ 大井川町役場 

（建設都市課、学校教育課） 
静岡県中部地域防災局 
静岡県地震防災センター 
静岡産業大学牧野助教授 

補強効果を体験 

 

 

地震の揺れを体験 
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 参考資料７ インターネットによる情報発信の強化 

 

開 設 日 ２００４年８月２１日（デザイン・内容変更は、２００６年４月実施） 

実 施 方 法 

活動記録や防災教育に対する自身

の考え方をインターネット（ブロ

グ）で、できるだけ多くの人たち

に伝えている。今年度は、これま

で以上に内容を充実化させるた

め、デザイン変更だけでなく、内

容も充実させた。 
 

 

 参考資料８ 他団体主催の防災イベントに参加 

 

実 施 日 時 ２００６年８月２７日（日） ８：３０~１２：００ 

イベント名 大井川町総合防災訓練（場所：大井川西小学校） 

参 加 内 容 

大井川町主催の総合防災訓練に耐震診断相談員として参加。 

＜主な内容＞ 

○ 木造住宅の耐震化について、町民の質問に対応した。 
○ 地震による建物倒壊について説明した。 
○ 県の事業「TOUKAI-0」のチラシ配りを手伝った。 

写 真 

  

 

実 施 日 時 ２００６年１０月１５日（日） １４：００~１５：００ 

イベント名 社団法人三島市青年会議所主催防災イベント 

参 加 内 容 
三島市青年会議所主催の防災イベントに講師として参加。 

小学校で実施している耐震課外授業を行った。 

写 真 
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参考資料９ 授業実践マニュアルの作成とウェブ公開 

 

 学校で防災授業を行うための手順や授業のやり方をマニュアル化し、ウェブ公開した。授

業を検討している学校や自己の経験と知識を生かした防災授業を行いたいと考えている専門

家に対しての参考資料となればと考えている。詳しくは、別紙資料「建築士による住宅模型

を用いた防災教育の取り組み －地域における専門家の連携－」をご覧下さい。 
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